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	遍路転がし
第十二番札所焼山寺

	名西郡神山町


　【吟行案内】
徳島県のほぼ中央、標高九三八メートルの焼山寺山、その八合目七〇〇メートルに位置する焼山寺は、四国八十八カ所霊場のうちで、第六十六番雲辺寺に次いで二番目の高所にある寺、正式には摩蘆 (まろ)山正寿 (しょうじゅ)院焼 (しょう)山寺 (さんじ)といい、高野山真言宗のお寺である。　
　歩きの道は、十一番藤井寺から一二・九キロ、三つの峰を越え、六～七時間を要する「遍路転がし」で、四国遍路最初の難所である。車では、十一番札所藤井寺から東進、別格二番童学寺近く通り神山町を経由するルートで四十一キロを迂回して辿り着く。
　縁起によると、飛鳥時代に役行者小角が山を開き、蔵王権現を祀ったのが始まりとされる。この山には神通力を持った大蛇が棲んでおり、しばしば火を吐いて農作物や村人を襲っていた。弘法大師は一心に真言を唱え、虚空蔵菩薩の御加護のもと、頂上近くの岩窟に大蛇を閉じ込め、そして自ら彫った三面大黒天を安置し民衆の安楽、五穀豊穣を祈った。山は「焼山」になってしまったので、大師は「焼山寺」と名づけ、「摩蘆」の山号も「焼山」の寺号もこの伝説に由来する。鎌倉時代後期には、後醍醐天皇の勅願所にもなっている。本尊は虚空蔵菩薩。本堂に向かって左側のお堂に安置されているのは大師作と伝わる三面大黒天像で、中央に大黒天、右面に毘沙門天、左面に弁財天と三つの顔が刻み込まれ、三人の神様が一体化した珍しい大黒天であり、災いを取り除き幸福をもたらすとして、人々の信仰を集めてきた。
境内に足を踏み入れると杉の巨木が林立し、山門付近に約四〇本、本堂西側に約十五歩本、奥の院に至る山中に百本余り。幹回り五メートルを超す巨樹は県の天然記念物に指定され、推定樹齢三〇〇～五〇〇年とされ、焼山寺のシンボルとされている。奥の院は焼山寺山の山頂にあり、約一キロであるので、時間の余裕があれば足を延ばしてみたい。
焼山寺の山上駐車場から本堂までは少し距離があるが、緩い坂を十分程歩く。途中には不動明王に始まり、釈迦如来、文殊菩薩、普賢菩薩、地蔵菩薩、弥勒菩薩、薬師如来、観音菩薩、勢至菩薩、阿弥陀如来、阿閦如来、大日如来、虚空蔵菩薩の十三仏の像が並ぶ。
十一番札所藤井寺からの歩き遍路道は長丁場で、山道沿いには、長戸庵、柳水庵、浄蓮庵と三つの庵があり、お遍路さんの休憩所となっている。また、十二番大日寺に向かい山を二キロ下った辺りに、四国遍路の元祖とされる衛門三郎のお堂「杖杉庵」がある。弘法大師と衛門三郎の出会いの像があり、ぜひ立ち寄りたいスポットである。
　神山町は各所に桜の名所がある地域です。事前にチェックして桜の時期は桜見もしたいものです。
　車で藤井寺から焼山寺に向かうには四十一キロ。徳島自動車道徳島インターからは国道四三八号線を神山町方面に走り、およそ四二キロ。
宿泊は麓の神山温泉ホテル「四季の里」が便利です。
電話　〇八八六❘七六❘一一一七
　　　　　　　　　　　　　　　（記：横井知昭）
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